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This study investigated the effects of metacognitive training (MCT) on adolescents with Autism 
Spectrum Disorder (ASD) and university students with high autistic tendencies. Two studies 
were conducted: One was with participants who were adolescents with ASD; the other included 
university students with high autistic tendencies. In both studies, the students were divided into two 
groups: the MCT group and the no training control (NT) group. The results revealed that there was 
no significant changes between the MCT and NT groups with ASD and high autistic tendencies. 
In addition, the results revealed that, compared to the NT group, the communication skills of the 
MCT group with low autistic tendencies improved. Thus, these results support the efficacy of 
the intervention for students with low autistic tendencies. However, no significant changes were 
found in the pretreatment and posttreatment comparisons for adolescents with ASD and university 
students with high autistic tendencies. This can be interpreted to mean that it is necessary for such 
students to take more time to understand the MCT program. Moreover, there should be more time 







































2012）。ASD 青年を対象として MCT の効果を検
討した予備的研究では、対象者が自己理解を深
めたことが報告されているが（Goodman, 2014）、
ASD 者に対する MCT の有効性を実証的に検証し
た介入研究は非常に限られている。




のために、研究 1 で ASD の青年を対象に MCT
の効果の検討を行い、研究 2 では、ASD 傾向の
高い大学生を対象に MCT を実施する。なお、本











ターに通所する ASD 青年（大学生を含む）10 名。
5 名（男性 3 名、女性 2 名、平均年齢 27.60±8.26 歳）
を介入群、5 名（男性 4 名、女性 1 名、平均年齢
33.60±4.83 歳）を対照群とした。
プログラム概要
　2019 年 7 月から 9 月にかけてプログラムを実
施した。プログラムは発達障害者支援センターで
行われ、5 名のグループ形式で 1 週間に 1 回 40
分から 60 分 ×8 セッションで構成された。
　プログラム内容は MCT の 8 つのモジュール
（石垣，2016）を参考に前田・佐藤（2018）が構
成したものを改変して用いた（表 1）。本プログ



































































セッション テーマ 内容 目的
1 帰属 出来事の様々な原因を考える 出来事の説明要因を客観的でバランスがとれたものにする
2 結論への飛躍Ⅰ 第一印象を修正する 判断材料を可能な限り収集して検討する
3 思い込みを変える 確証バイアスを理解する 偏見を持たないようにする
4 共感Ⅰ 他者の心的状態を推測する 多様な文脈的情報を理解する
5 記憶 記憶の誤りについて学ぶ 鮮明ではない記憶に確信を持たない
6 共感Ⅱ 他者について判断する 多様な文脈的情報を利用する
7 結論への飛躍Ⅱ 性急な判断を避ける 判断材料を可能な限り収集して検討する
8 自尊心 偏った認知スキーマを理解する 日常のトレーニングによって認知スタイルの修正が可能であることを理解する
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た。Metacognitive Awareness Inventory（Schraw & 












































M SD M SD
メタ認知尺度 114.60 40.14  110.60 13.16
ENDCOREs  78.00 34.74   72.40 16.62













　関西学院大学に在籍する大学生 33 名。20 名（男
性 6 名、女性 14 名、平均年齢 19.13 ± 3.51 歳）を
介入群、13 名（男性 5 名、女性 8 名、平均年齢
20.51 ± 4.14 歳）を対照群とした。
ASD 傾向の測定
　ASD 傾向を判定するために Autism-spectrum 
Quotient（AQ）日本語版（Baron-Cohen et al., 2001；















よびホームワーク資料を用いて、1 週間に 1 回 45
分から 50 分 ×6 セッションで構成された。AQ も
含めた測定指標を、プレ期（5 月、介入直前時点）、
ポスト期（6 月）、フォローアップ期（以下 FU 期）（7






















M SD M SD M SD M SD
メタ認知尺度 114.60 40.14 119.40  27.66   110.60 13.16   106.40  9.56
ENDCOREs  78.00 34.74  86.20  23.99    72.40 16.62    79.00 26.98
介入群 対照群



















































.15, p ＜ .01）。また、群（介入・対照）と中心化
したプレ期の AQ 得点の交互作用項は、コミュニ
ケーション・スキルを有意に予測していた（β ＝












t =2.39, p ＜ .05 ）。一方で、ASD 傾向が高い場合（＋
1SD）には有意な差は示されなかった。
考　察


































































　しかしながら、ASD の青年に対する MCT のア
ンケートでは、MCT が日常生活に役立つと評価
されていることから、学生相談室などでの MCT
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